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平成１４年　４月　２日

報道機関　各位

広島大学総務部大学情報室長
西　田　良　一

広島大学入学式の挙行について

　平成１４年度広島大学入学式を下記のとおり挙行しますのでお知らせします。
　つきましては，『式次第』，『学長訓示』，『入 学者数』及び『学生表彰者一覧』を別添
のとおり送付します。
　なお，式場で取材をされる場合は，自社の腕章を着用していただくよ うお願いしま
す。

記

日　時　　平成１４年４月３日（水）　　１１時開式

場　所　　東広島運動公園体育館
　　　　　　（東広島市西条町大字田口６７番地の１） 

【お問い合わせ先】

広島大学総務部総務課課長補佐

　　　　　　　　戸　澤　滋　憲

ＴＥＬ：（０８２４）２４－６０１２

（ダイヤルイン）

［発信枚数；Ａ４版　８枚（本票含む）］
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平成１４年度　広島大学入学式

日　時 平成１４年４月３日（水） １１時開式

場　所 東広島運動公園体育館

式次第 　

１１：００ 開式の辞

国歌演奏

広島大学
入学許可
宣言

広島大学
大学院入
学許可宣
言

学長訓示

学生表彰

広島大学
歌合唱

閉式の辞

（１１：３０　終了予定）
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訓　　示

　皆さんご入学おめでとうございます。ご参列のご家族の皆さん、まことにおめでと
うございます。
　本日は、入学生の皆さんを迎えるにあたって、「評価」という言葉について考えて
みたいと思います。
　入学生の皆さんにとっては、評価といえば学校での成績評価が思い出されるでし
ょう。学期末になって成績が知らされる頃になると、いやな思いをした人もあるでしょ
うし、逆に、成績発表が待ち遠しかった人もあるでしょう。
　評価は、生徒の成績評価に限ったことではありません。こんにち、大学という組織
も評価の対象になっていて、その成績が点検され評価されてています。一般社会に
目を向けると、企業等においては、個人単位でも部課単位でも、多様な形で評価が
行われています。社会のどこに居ても、我々は評価にさらされているのです。評価と
いう概念は、近年、組織等の改革改善のためのステップとして、重視されています。
　我々日本人は、実は、この評価という営みを、別の言葉を使って、古来から実践し
ています。子供の頃、我が儘を言っていると、よく「近所の人に笑われますよ、恥ず
かしいでしょう」と言われたものです。かつて武家の社会では、恥を最も嫌い、世間
の目というものを強く意識しました。これを、日本の伝統的な「恥の文化」だと考えた
のは、第２次世界大戦中の日本研究をもとにして「菊と刀」を著したルース・ベネディ
クトです。
　恥と言えば、世間体ばかりを気にする感心しない風習という否定的な見方をされ
ることもあります。しかしながら、人が本来なすべきこと（目標）に向けての努力を怠
り、目標が達成されない時に、まわりから低い評価をされることをもって「恥」と考え
るとすれば、恥という概念を前向きにとらえて考えてみるのも無意味ではありませ
ん。前述の「近所の人に…」は、「周りから悪い評価を受けないように人間としてしっ
かりしなさい」と言い換えることもできるでしょう。恥が、目標を達成していない時の
低い評価だとすれば、目標を見事に達成した時の高い評価は「誉」です。だから、恥
の文化は「誉の文化」だとも言えます。恥や誉は評価の結果です。この両方をもたら
す作業に対する適切な言葉は「評価」に他なりません。
　このように考えると、評価は、我々日本人にはお馴染みの考え方であるといえま
す。最近、個人や組織に対する評価の重要性がクローズアップされ、制度面でも整
備されつつあります。現代社会では、個人も組織も常に評価にさらされているといえ
ます。入学してくる皆さんは、広島大学でもちろん成績評価を受けますが、評価はそ
れだけではありません。皆さんが属することになるセミナーや研究室などの組織も、
皆さん自信の行動も評価の対象となります。皆さんの日常の一挙手一投足が周囲
の人々によって評価を受けていると言っても過言ではありません。あらゆる評価に
耐える実力を磨き、自らの人間形成に励んで頂きたいと思います。評価の結果、問
題点があれば、当然その点を改善すべきです。評価の結果は常に改革改善につな
がるべきなのです。皆さんがまわりから評価を受け、それをもとに自己を改善し、卒
業後に高い社会的評価を受けてくれることを願っています。皆さんが社会的に高い
評価を受けるということは、とりもなおさず、広島大学の評価が高まることを意味し
ます。
　新入生の皆さんが、高い目標を掲げ、それに向かう努力によって自らを磨き、どの
ような評価にも耐える実力と人格を備えてくれることを期待します。

平成１４年４月３日　　　　　
広島大学長　　　　

牟　田　泰　三



2016/7/26 平成１４年度  広島大学  入学者数

http://home.hiroshimau.ac.jp/kohog/press/h14/020402a4.html 1/1

平成１４年度　広島大学　入学者数 

学部生 ２，４９３名

専攻科生 ５名

大学院生（博士課程前期） １，２２７名

大学院生（博士課程） １２１名

合計 ３，８４６名

外国人留学生（内数）　 １１１名（２１カ国）

○学部・専攻科入学者数　○大学院入学者数
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